
右面送信
時間 いせはら市社協104号1面／植松雄一郎／4校

令和４（2022）年
２月１日

社会福祉法人
伊勢原市社会福祉協議会

☎0463-94-9600 FAX0463-94-5990

第107号

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。

寄付いただけるもの

善意でつながる地域の輪善意でつながる地域の輪

寄付いただけるもの 寄付いただけないもの

寄付金 住民同士の地域交流の場づくり、地域の見守り・支え合い活動等を実施している団体からの申請を受け、配分委員会による審査の上、
配分しています。毎年12月～1月頃に次年度の活動に対しての申請を受け付けています。（令和4年度の募集は終了しました。）

寄託品

昨年度（令和２年度）実績は、次のとおりです。

市内の福祉施設、ミニサロン、子ども食堂などを実施している社会福祉法人、NPO法人、ボランティア団体など、必要
とされている方へ届くよう配分をしています。

・寄付金：34件　687,118円　４団体に配分しました。
・寄託品：29件（お菓子、お米、洗剤、タオル等）福祉団体を中心に配分しました。

三ノ宮ふれあいクラブ
　三ノ宮ふれあいクラブ（大貫正巳会長）で
は、地域の花壇の草むしり、花植え、七夕祭り、
盆踊り、キャンプなどの行事を通した、地域
の多世代交流活動を行っています。
　この活動は、子どもたちに地域の思い出を
作ってほしいという思いから始まり、現在で
は新しく転居してきた若い世代の方々が、子
どもと一緒に参加したことをきっかけに交流
が始まるなど、住民同士のつながりを作る場
となっています。

　「善意銀行」をご存じですか？市社協では、「寄付したい」「何かに役立てて欲しい」そのようなお気持ちから
寄せられた金品をお預かりし、市内のボランティア団体や市民活動団体等が実施する事業に配分しています。今
回は、令和３年度に配分金の交付を受けた団体の活動をご紹介します。

七夕まつり
　三ノ宮ふれあいクラブで毎年７月に実
施している七夕祭りでは、大人たちが七
夕飾りを作成し、子どもたちが笹に飾り
つけをし、地域に飾るというイベントを
通して交流をしています。この七夕飾り
の材料費は、善意銀行の寄付金の配分で
賄われています。皆さまのあたたかい善
意の気持ちが、地域の交流を支えていま
す。

※寄付をお考えの際は、市社協まで
　ご連絡ください。

伊勢原シティプラザ（ロビー）、市内各
公民館等公共施設に寄付ボックスが
設置されています。
※住所や氏名等はあらかじめ
　塗りつぶしてください。

この他にも、書き損じハガキや未使用の
ハガキ・切手の回収も行っています！

善意銀行では寄付を募集しています。

どんなことに使われているの？

○金銭
○物品　未使用のものに限ります。（紙
おむつ等介護用品、タオル等日用品、
文房具、古着※、古布※、米、お菓子等）
※古着は、着ることのできる綺麗な状態
であれば可
※古布は綿に限り可

○開封済みの衛生用品（オムツ等）
○大型家具
○使用済みのもの

寄付


